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令和２年１１月に韮崎市内の久保田豊一さんのご協力を得て、物作りの体験活動を行いました。
今回作ったのは『ピクニックテーブル』です。ちょっとした庭がある方は１台欲しいという方もいるので
はないでしょうか。
久保田さんの家に到着した子ども達は見本を見て「これを本当に作るんですか。」とびっくりしていま
した。久保田さんの手本を見ながら作業を進めるのですが、久保田さんは簡単そうに工具を使うため、
子ども達も「簡単にできそうだ」と思いながら作業を始めました。
しかし、いざ自分がやってみると久保田さんと同じようにはいかず、職人の技術に参加者全員が感心
していました。

完成したピクニックテー
ブルは１人１台自宅に持
ち帰りました。
あまりに立派な物を持
ち帰ったので、どの家庭
もとても驚いていました。

協力団体等
・少年補導員連絡協議会
・韮崎警察署
・南アルプス警察署
・その他ボランティア

たくさんの方にご協力をいただ
きながら、体験活動を行ってい
ます。

久保田豊一さん
山梨県少年補導員連絡協議会顧問
２００２年に韮崎警察署管内少年補
導員連絡協議会に入会し、２０年近く
子どもの非行防止や立ち直り支援に
お力を注いでいただいています。
令和２年度には警察庁の警察協力
章を受賞されており、スマサポの活動
にもご尽力いただいています。
毎回、子ども達に「元気か？また来い
よ」と声を掛けていただき、一度参加し
た子どもは次の体験はいつかと心待
ちにしています。
大工の仕事をされていた方で、現在
は農業をしており、色々な技術を子ど
もの目線で伝えてくださいます。

大人と子どもが協力して作ったテーブルを比べると
それぞれ個性があり、自分が作った椅子に座った表
情は充実していました。
新型コロナの収束は見えない状況ですが、次回の
体験も感染症対策を図りながら楽しみたいと考えて
います。

いつも色んな人と話をして楽し
いし、優しく迎えてくれたので嬉
しい。
持ち帰ったら家族もよろこんで
くれた。

家に持ち帰って家族でバーベ
キューをしたい。何回も体験に
参加していたら少しずつ工具に
慣れてきた。


